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昨
年
は
市
議
選
を
は
じ
め
、
市
長
、
衆
院
、
参
院
補
選
と

選
挙
が
連
続
し
、
国
政
で
も
市
政
で
も
大
き
く
変
化
す
る
新

し
い
政
治
情
勢
の
中
で
、
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
「
政
治
を
変
え
た
い
」
と
い
う
国
民
の
世
論
と
た
た
か
い

は
、
自
民
公
明
政
権
を
退
場
に
追
い
込
み
ま
し
た
。
鎌
倉
で

も
、
無
党
派
、
若
さ
、「
ク
リ
ー
ン
で
し
が
ら
み
の
な
い
政

治
」
を
標
榜
し
た
新
市
政
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
政
権
、
新
市
長
の
政
策
に
は
、
市
民
・
国
民

の
要
求
を
反
映
し
た
前
向
き
な
要
素
が
あ
る
一
方
、
問
題
点

も
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
国
政
で
も
市
政
で
も
「
政
治
を
変
え
た

い
」
と
い
う
み
な
さ
ん
と
力
を
あ
わ
せ
、
要
求
実
現
に
取
り

組
み
、「
良
い
こ
と
に
は
協
力
し
、
悪
い
こ
と
に
は
反
対
、
問

題
点
は
た
だ
す
」
と
い
う
建
設
的
立
場
で
臨
み
、
積
極
的
提

案
で
前
に
進
め
る
た
め
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

　

今
年
は
夏
に
参
院
選
が
行
わ
れ
ま
す
。
必
ず
前
進
を
か
ち

と
り
、政
治
を
大
き
く
前
に
進
め
た
い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　12月2日から18日まで12月定例議会が行われました。松尾市長初め
ての議会です。高野議員が「行財政運営について」「まちづくり」につい
て、吉岡議員が「経済情勢を反映した生活支援について」「ゴミ問題につ

いて」市長の政治姿勢を質しました。また、今議会で、党議員団も求め
ていた岡本2丁目マンション問題で裁判の「補助参加取り下げ」につい
て市長から報告がありました。（詳しくは裏面を参照ください）

市民のくらしを守る市民の く ら しを守 る
あたたかい市政をあたたかい市政を
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世
界
遺
産
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

市
議
会
本
会
議
場
で
表
彰
式

　

世
界
遺
産
登
録
を
め
ざ
す
中
学
生
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
十
二
月
十
二
日
、
議
会

本
会
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
応
募
作
品
は

約
五
六
〇
点
に
の
ぼ
り
、
中
学
生
の
鎌
倉
の

歴
史
や
文
化
に
寄
せ
る
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
ま
す
。
市
議
会
で
は
改
選
後
�
開
か
れ

た
議
会
づ
く
り
�
が
課
題
に
な
り
、
そ
の
一

環
と
し
て
�
議
場
の
開
放
�
を
行
う
こ
と
と

し
、こ
の
た
び
第
一
号
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

表
彰
式
で
市
議
会
を
代
表
し
て
挨
拶
し
た

赤
松
議
長
は
、

「
鎌
倉
の
歴

史
、
文
化
、
ま

ち
づ
く
り
へ
の

思
い
や
提
案
を

沢
山
寄
せ
て
く

だ
さ
り
大
変
嬉

し
く
思
い
ま

す
。
世
界
遺
産

や
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

市
費
負
担
教
員
の
加
配

を
求
め
る
陳
情
を
議
員

の
多
数
で
採
択

　

市
教
育
委
員
会
は
、
算
数
な
ど
の
特
定
教

科
に
つ
い
て
、
ク
ラ
ス
を
分
け
て
学
習
す
る

少
人
数
指
導
の
加
配
教
員
を
少
人
数
学
級
の

担
任
に
配
置
で
き
る
制
度
を
活
用
し
、
一
・

二
学
年
で
一
ク
ラ
ス
三
十
五
人
以
下
の
学
級

編
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
市
費
負
担
で
非
常
勤
講
師
を
採

用
・
配
置
し
て
、
小
学
校
三
年
生
以
上
に
少

人
数
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
少
人
数
学
級
を
拡
大
す
る
た
め
に

は
県
費
教
員
の
加
配
が
必
要
で
す
が
、当
面
、

小
学
三
年
か
ら
六
年
ま
で
で
、
一
ク
ラ
ス
三

十
五
人
を
超
え
る
学
年
の
あ
る
学
校
に
は
一

名
の
非
常
勤
講
師
の
加
配
を
求
め
る
陳
情
が

多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

党
議
員
団
は
、
今
後
も
少
人
数
学
級
の
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

�

　

細
菌
性
髄
膜
炎
は
早
期
診
断
が
難
し
く
、

治
療
に
有
効
な
抗
生
物
質
も
耐
性
化
が
進

み
、
適
切
な
治
療
が
出
来
に
く
く
な
っ

て
い
ま
す
。
原
因
菌
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ｂ
型
（
ヒ
ブ
）
で
三
％
か
ら
五
％
、

肺
炎
球
菌
で
十
％
か
ら
十
五
％
の
乳

幼
児
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
存
し
た
場
合
も
十
％
か
ら

二
十
％
が
脳
と
神
経
に
重
大
な
損
傷

が
生
じ
、
水
頭
症
、
難
聴
、
脳
症
、
麻

痺
、
精
神
遅
滞
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

接
種
は
原
因
菌
そ
れ
ぞ
れ
で
四
回
ず
つ
接

種
が
必
要
で
す
が
、
任
意
接
種
の
た
め
、
一

回
八
千
円
も
か
か
り
、
高
額
な
負
担
に
な
り

ま
す
。「
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
」
の
予
防
接
種
法
に

よ
る
定
期
接
種
と
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
七

価
ワ
ク
チ
ン
）
に
つ
い
て
も
発
売
後
、
速
や

細
菌
性
髄
膜
炎
を
予
防
す
る

ワ
ク
チ
ン
の
早
期
定
期
予
防

接
種
化
を
求
め
る
意
見
書

か
に
定
期
接
種
化
す
る
こ
と
を
国
に
求
め
る

も
の
で
す
。

�
　

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
か
ら
三
年
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
自
立
支
援
医
療
に
導
入
さ

れ
た
原
則
一
割
負
担
は
障
害
者
や
家
族
に

重
い
負
担
が
課
せ
ら
れ
、
不
安
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。
施
設
に
支
払
わ
れ
る
報
酬
も
月

払
い
か
ら
、
日
額
払
い
と
な
り
、
施
設
や
事
業

所
の
経
営
が
苦
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

意
見
書
は
、
国
連
の
「
障
害
者
権
利
条

約
」
を
踏
ま
え
、
総
合
的
な
福
祉
政
策
を

確
立
す
る
と
と
も
に
、
利
用
料
の
応
益
負
担

を
早
期
に
廃
止
し
、
応
能
負
担
に
戻
す
よ
う

国
に
求
め
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
他
、
市
議
会
で
は
、
改
正
貸
金
業
法

の
早
期
完
全
実
施
等
を
求
め
る
意
見
書
が
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

障
害
者
自
立
支
援
法
の
応

益
負
担
の
廃
止
を
求
め
る

意
見
書

採択された意見書

赤松正博議員


